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ホルモンと薬剤処理による登束促進効果に関する試験

西　山　久　密

1　ま　え　が　き

「ァ二1・ラソについては著者が既に蚕桑要報第9号（1叩0

年），第10号（1971年）及び第15号（1974年）で報告

し，熟化促進剤としての効果が高いことが判明してい

る。

一方，「にんにく」からの抽出成分であるオキソア

ミヂソについては，竹田寛博士（信州大学繊維学部）

ほかが日本昆虫学会講演要旨（1975年），日本蚕糸学

会講演要旨（1974，75，78年），日本蚕糸学会中部支

部読癖要旨（1975，74，75年）で，網蔵一明氏（山梨

県蚕業試験場）ほかが日本蚕糸学会中部支部講演要旨

（1974，75年）で，滋賀県蚕業試験場が場試験研究成

績発表会資料（1975年）で報告し，いずれの成績も自

然上族における登族誘引効果が高くなっている。

そこで著者は，今回はこれらをそれぞれ単独に使用

した場合と．この両者を併用した場合における効果を

知って自然上族に利用することにより，上頗簡易化技

術体系の一助としようと考えて試験を実施した。

第1衰　実　施　条　件

なお本試験を実施するに当たり種々御指導下さった

信州大学識維学部竹田寛博士，資料を提供下さった理

研化学工業株式会社及び武田薬品工業株式会社に深甚

なる感謝の意を捧げる。

2　試　験　方　法

上瑛方法は自然上凍法を実施し，瑛器は改良自然預

を使用した。

熟化促進剤としては武田薬品工業株式会社製のマユ

ランを使用した。マユラソは200倍液を上族前日の給

桑直後の桑葉に50の乃平方当り25仇β散布した。

登瑛誘引剤としては理研化学工業株式会社製のオキ

ソアミヂソを使用した。オキソアミヂソは上族前日に

10万倍液を瑛器1組当たりSDDmgを散布し．乾燥させ

てから使用した。

なお，この両剤を併用した区も設けた。

以上の5区を熟化促進剤及び登瑛誘引剤を使用しな

い対照区と比較した。

なお，その実施条件は第1表のとおりである。

試験区 ホルモ
ソ 名

薬剤名 使用波度 使 用量 対照 物
処 理
時 期

l
使 用
旗 器

掃立月日
飼　育　方　法 供　 試

蚕 品 種1－5令 4～5令

熟化促

進剤区 マユラソ － 200倍
50のⅥ平方

当り25m‘

給桑直後

の 桑 葉

上 族

前 日

l

改 良

自然瑛

l】

春

5月 1°日

初秋

7月20 日

晩秋

8月 28 日

両国式

到芽育

屋 内

糸桑育

春

太平×長安

・初 ・晩秋
鐘和×錦秋

登族誘

引剤区 －

lォキソア

ミヂ ソ
100，000倍

1凍結当

り500 m‘
旗　　 器

併用区
マこしラ：／

50m 平方
当り25れβ

讐警 隻

対照区 － － －

I

る　試　験　結　果

1　経　過

川　5令の経過は熟化促進剤区と併用区は，対照区

及び登族誘引剤区に比べて，春は10．初秋は4．晩秋

は6時間それぞれ短縮され，そのため全令経過日数も

それだけ短縮した。

（2）飼育温・湿度は各蚕期各区の間に差が認められ

＊HiSa。NISH工YAMA（宮城県蚕業試験場）
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なかった（第2表）。　　　　　　　　　　　　　　　　　あった（第5蓑）。

2　上族状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）摂器設置時の熟蚕の出現割合は対照区が春畑，

山　新棉・正妻の給与回数は各蚕期各区とも2回で　初秋70，晩秋‘5帝であったが，登族誘引剤区はほとん

第2表　経　過　調　査

蚕 期 試　 験　 区
飼　　 育　　 日　　 数 飼　 育　 温　 度 飼　 育　 湿　 度

1 ・－ 4 令 5　　 令 全　　 令 巨 － 5 令 4 － 5 令 1 － 5 令 4 － 5 令

春

熟 化 促 進 剤 区
日 時

18 ．12

8 P o 2 時 2㌔ 14 時 ℃

25．5

2 5．0 ℃ 喀

8 5

7 1解

登 族 誘 引 剤 区 8．12 2 7　0 8 ／′ 〝

併　 用　　 区 8．0 2 2 8．14 〝 ′′

対　 照　　 区 8．12 2 Z　D O 〝 ′／

初 秋

熟 化 促 進 剤 区

14．O D

7　0 4 2 1．0 4

2 8．2

2 5．5

8 6

7 1

登 瑛 誘 引 剤 区 7　0 8 2 1．0 8 〝 〝

併　 用　　 区 ス　0 4 2 1．0 4 〝 〝

対　 照　　 区 7　0 8 2 1．0 8 〝 〝

晩 秋

熟 化 促 進 剤 区

1 4．0 8

7 1D 2 1． 18

25．9

2 5．9

8 8

8 9

登 瑛 誘 引 剤 区 7 18 22 ．0 0 〝 〝

併　　 用　　 区 エ 10 2 1．18 〝 〝

対　　 照　　 区 ス 1° 22．0 0 〝 〝

第5表　上演状況調査

蚕 期 試 験 区

新 稗 ．正

業 の給与

回 数

藻 草 設 置

時 の熟 蚕

出現 割 合

漢　 詩　 設　 置 族 器 設 置 中 庚　　 申 蚕座の高 さ 瑛 器

上 面

の照度設　　 置 撤　　 去 時 間 温 度 湿 度 天 候 温 度 湿 度 中央 周囲

春

熟　 化

促 進 剤 区

回
2

労

‘5

月 日 時

6．12．A M lO

月 日 時

6．15．A M lt〕

時間

2 4

℃

25．5

舜

75
雨 後

畳

℃

2 5．0

帝

70

（7花
5 6．8

珊
54．9

1じⅩ
2 5

登　 族

誘 引剤 区
2 d O 55．7 5 4．1 20

併　 用　 区 2 ‘5 5（～．1 55．0 25

対　 照　 区 2 dD 5 7 0 55．9 20

初

秋

熟　 化

促進 剤区
2 80

8．10．P M 5 8．1 1．f M l 20 5 ．8 72 晴 25．2 89

25．5 2 5．0 55

登　 族

誘 引剤 区
2 70 25．9 2 5．8 50

併　 用　 区 2 80 2 5．占 25．2 55

対　 照　 区 2 70 25．1 2 2，8 5 0

晩

秋

乳　 化

促 進剤 区
2 70

鼠1スA M 8 9 18．A M d 2 2 25．7 75 雨 25．4 72

50．5 2鼠1 2 5

登　 族

誘 引 剤 区
2 4 5 5 1．2 2R d 5 0

併　 用　 区 2 70 50．9 2鼠5 20

対　 照　 区 2 8 5 50．4 28．9 50
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ど各蚕期とも同じであった。しかし熟化促進剤区と併

用区は春・晩秋は595．初秋は10労これよりそれぞれ

多かった。

（3）族器設置時間は春24，初秋20，晩秋22時間であ

った。

（4）藻器設置中の温・湿度は春25‥5℃，75舘，初秋

251d℃，72努，晩秋25．7℃，75啓であった。

（5）凍中の温・湿度は春25．0℃，70珍，初秋25．2℃，

89肇，晩秋25．4℃，72帝であった。

（6）蚕庭の高さは春54．1～570m，初秋22．8－25．9

の花，晩秋28．9－51．2の花であった。

（7）藻器上面の照度は春20－251ux，初秋50～55

mⅩ，晩秋20－501mⅩであった。

5：登瑛状況

rl）初熟蚕の拾いとり歩合は春5．2－4．7帝，初秋1，5

－2，9肇，晩秋1．0－5．4％で，各蚕期とも対照区に比べ

て登族誘引剤区は大差なかったが，熟化促進剤区及び

併用区はやや多かった（第4表）。

（2）登燕蚕歩合は各蚕期とも併用区が最も多く，次

第4表　登族状況調査

いで登庚誘引剤区，熟化促進剤区の順に続き，対照区

が最も少なかった。とくに対照区に比べて登族誘引剤

区は春18・占肇，初秋12・絹，晩秋12．5肇高く，併用区は

春25，0多，初秋22．1塔，晩秋1父5洛高かった。

（3）残蚕のうち未熟蚕歩合は各蚕期とも対照区が最

も多く．次いで登族誘引剤区，熟化促進剤区の順に多

く，併用区は極めて少なかった。

（4）残蚕のうち熟蚕歩合は各蚕期とも対照区長も多

く，次いで熟化促進剤区が多かった。他の2区はこれ

よりも少なかったが，春は併用区のほうが登族誘引剤

区よりも多かったが，初秋及び晩秋ではその道の傾向

を示した。

（5）座中森歩合は各蚕期とも熟化促進剤区が最も多

く，対照区が最も少なかった。他の2区はこの中間に

あり，春は併用区のほうが登族誘引剤区より多かった

が，初秋及び晩秋ではその道であった。

（6）周囲蚕の拾いとりは各蚕期とも1回のみ実施し

た。

蚕 期 試 験　 区

初 熟 蚕

拾 い と り

初 熟 蚕

を 除 く

供 試

蚕 数

登 凍　 蚕 残　　　　　　　　　　 蚕
座　 中　 甫

周 囲 蚕 の

拾 い と り未　 熟　 蚕 熟　　 蚕 計

蚕 数 歩 合 実 数　 歩 合 実 数 歩 合 回 数 総 数実 数　 歩 合 実 数 歩 合 実 数　 歩 合

春

熟　 化

促 進 剤 区

頭
2 5 5

串
4 ．7

　 頭

4 ，7 8 5
　 頭
5，7 5 9

帝
7 8 ．9

醸

d O 5

肇

1 2 ，7
頭

2 8 8
珍

5 ．6
頭

8 7 5

帝

1 8 ．5
頭

1 5 5

多

2 ．8

匝l

1
鎮

2 5 9

豊　 津

誘 引 剤 区 1 8 9 5 ．4 4 ，8 5 1 5 ．9 7 8 8 2 ．5 ‘1 2 1 2 ．7 1 5 2 5 ．1 7 8 4 15 ．8 8 9 1．8 1 2 5 2

併　 用　 区 2 2 1 4 ．4 4 ，7 7 9 4 ．1 4 4 8 （5．7 5 1 0 8 ．5 2 0 2 4 ．2 5 1 2 1 0 ．7 1 2 5 2 ．° 1 1 9 8

対 照　 区 1 5 8 5 ．2 4 ，8 4 2 5 ．0 8 4 ‘5 ．7 1，5 4 5 2 ス 8 5 5 9 7 0 1，6 8 4 5 4 ．8 7 4 1 ．5 1 5 2 5

初

秋

熟　 化

促 進 剤 区 1 4 5 2 ．9 4 ．8 5 7 5 ．9 7 ° 8 1．9 5 1 0 8 ．4 5 0 2 ム 2 8 1 2 1 2 ．8 2 8 9 5 ．5 1 8 5

登　 族

誘 引 都 区 7 7 1．5 4 ，9 2 5 4 ，1 4 5 8 4 ．2 5 8 4 7 4 1 8 0 5 ．7 5 4 4 1 1．1 2 5 （5 4 ，8 1 8 9

併　 用　 区 1 5 8 2 ．8 4 ，8 8 2 4 ．5 5 7 9 5 ．7 4 0 0 ．8 6 5 1．5 10 5 2 ．2 2 0 0 4 ．1 1 7 0

対　 照　 区 8 5 1．5 4 ，9 5 5 5 ，5 5 4 7 1．4 8 5 0 1 8 ．8 4 2 2 8 ．8 1，2 5 2 2 5 ．4 1 4 9 5 ．0 1 1 1 5

晩

秋

熟　 化

促 進 剤 区
1 8 8 5 ．4 4 ．8 5 2 5 ，8 0 5 7 8 ．7 5 1 4 8 ．5 2 4 0 5 ．0 5 5 4 1 1．5 4 7 5 鼠 8 1 1 2 5

登　 瑛

誘 引 剤 区 5 5 1．1 4 ，9 4 5 4 ，0 5 9 8 1．7 4 0 8 8 ．2 1 5 7 2 ．8 5 4 5 1 1，0 5 6 5 7 5 1 8 9

併　 用　 区 1 7 1 5 ．4 4 ，8 2 9 4 ，2 9 5 8 8 ．9 7 4 1．5 5 2 1．1 1 2 占 2 ．d
l

4 0 8 8 ．4 1 7 °

対 照　 区 4 9 1．0 4 ．9 5 1 5 ，4 5 5 相 4 8 9 0 1 8 ．0 2 9 8

1
占．0 1．1 8 8 2 4 ．0 5 2 8 d ・d l 1 2 1 1
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4　減　蚕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各区の間に大差が認められなかった。

（115令供試蚕数は各蚕期各区とも即00頭であった　　　　5　収　蕪

（第5表）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　結腐蚕数歩合は各蚕期各区の間に大差が認めら

（2）5令起蚕から結繭までの減蚕歩合は各蚕期とも　　れなかった（第8表）。

第5表　減　蚕　調　査

蚕　　 期 試　 験　 区 5　 令　 供　 試　 蚕 数 結　　 繭　 蚕　 数 5 令 ～潜 繭 減 蚕 歩 合

春

熟 化 促 進 剤 区
5，0 0 0　 頭 4，9 0 0　 頭 2．0　 多

登 族 誘 引 剤 区 〝 4，9 0 7 1．9

併　　 用　　 区 〝 4，8 9 8 2．1

対　　 照　　 区 〝 4，8 9 9 2．0

初　　 秋

熟 化 促 進 剤 区 5．0 0 0 4，7 5 8 5．5

登 族 誘 引 剤 区 〝 4，7 4 5 5，1

併　　 用　　 区 〝 4 ．74 0 5．2

対　　 照　　 区 〝 4，7 5 7 5．5

晩　　 秋

熟 化 促 進 剤 区 5，0 0 0 4，8 4 9 5．0

登 族 誘 引 剤 区 〝 4，8 5 8 2．8

併　　 用　　 区 ／′ 4．8 5 0 5．0

対　　 照　　 区 ／／ 4，8 4 5 5．1

第d表　収　甫　調　禿

蚕 期 試　 験　 区

結　　 繭　　 真　　 数 結　 甫　 蚕　 数　 歩　 合 普 通

菌 収 量

対 5 令 起 蚕

1 万 頭 普 通

繭 収 量普 通 蘇 層　 繭 同 功 垢 普 通 粛 層　 繭 同 功 菌

春

熟 化 促 進 剤 区
頭 或 覿 解 卑 珍 才 毎

4，7 8 7 7 9 5 4 9 7．7 1．8 0 ．7 10 ，4 5 5 2 0 ．9

登 族 誘 引 剤 区 4，7 9 8 8 5 2 8 9 7 7 1．7 0．8 10 ，8 9 5 2 1．4

併　　 用　　 区 4，7 9 1 75 5 0 9 7 9 1．5 0 ．8 10 ，4 9 5 2 1．0

対　 照　 区 4，7 9 1 8 2 2 8 9 ス 8 1．7 0 ．5 10 ，5 9 0 2 1．2

初 秋

熟 化 促 進 剤 区 4 ，8 4 1 8 9 2 d 9 8 ．0 1．5 0．5 8 ，4 0 0 1ム 8

登 族 誘 引 剤 区 4 ，8 5 1 5 8 5 8 9 8 ．0 1，2 0 ．8 8 ，5 15 1エロ

併　　 用　　 区 4 ，8 5 7 ‘5 1 8 9 8 ．2 1．4 0 ，4 8 ，4 5 0 1ム 9

対　　 照　　 区 4 ，8 4 1 7 2 2 4 98 ．0 1．5 0．5 8 ，4 9 5 け 0

晩 秋

熟 化 促 進 剤 区 4，7 4 0 7 1 5 8 9 7 8 1．5 0，8 兄 D lO 18 ．0

登 瑛 誘 引 剤 区 4，74 5 7 5 4 0 9 Z d 1．5 0 ．8 見 15 5 18 ．5

併　　 用　　 区 4，7 4 8 7 0 5 4 9 7 9 1．4 0 ．7 q O d 5 18 ．1

対　　 照　　 区 4．7 4 8 6 9 5 0 9 8 ，0 1．4 0 ．8 見 1 15 　 18 ．2
l

12）普通繭収量は各蚕期とも童顔誘引剤区が最も多　　が最も少なかった。しかし各区の収量の差は極めて小

く，次いで対照区，併用区の順に続き，熟化促進剤区　　さかった○
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8　歳質及び糸質　　　　　　　　　　　　　　　　しかし各区の優劣の差は少なかった（第7蓑）。

（1）甫質は各室期とも童顔誘引剤区が最も勝り，次　　（2）糸賀は晩秋蚕期しか調査しなかったが，繭質と

いで対照，併用区の順で，熟化促進剤区が最も劣った。　ほとんど同様な傾向を示した（第8表）。

第7表　歯　質　調　査

蚕　 期 試　 験　 区 1 且 粒 数 甫　　　 重 諒　 闇　 重 甫 層 歩 合 化 嫡 歩 合

春

熟 化 促 進 剤 区
5 9 粒 2．1 8 才 5 2 ．d eg 2 4．1 ％ 9 ム4 笥

登 族 誘 引 剤 区 5 7 2．2 5 5 5．° 2 4．0 9 6．5

併　　 用　　 区 5 9 2．19 5 2．7 2 4．1 9°．4

対　 照　　 区 5 8 2 ．2 1 5 5．1 2 4．0 9 8．5

初　 秋

熟 化 促 進 剤 区 7 4 1．8 1 4 0．5 2 2 ．5 9 5．5

登 族 誘 引 剤 区 7 2 1．8 5 4 1．5 2 2．6 9 5．7

併　　 用　　 区 7 5 1，8 1 4 0．8 2 2．4 9 5，5

対　　 照　　 区 7 2 1．8 5 4 1．2 2 2．5 9 5．5

晩 秋

熟 化 促 進 剤 区 7 5 1．9 0 4 5．5 2 2．8 9 5．8

登 瑛 誘 引 剤 区 7 1 1．9 5 4 4 ．2 2 2．9 9 5．7

併　　 用　　 区 7 2 1．9 1 4 5．8 2 2．8 9 5．8

対　 照　　 区 7 1 1．9 2 4 4．2 2 5．0 9 5．5

第8表　練　糸　調　査

試　 験　 区 菌 糸 長 甫 糸 量 解 じ上率 1．000 m
落籍回数

解 じ　上 生 糸 量
糸　　 長 歩　 合

熟 化 促 進 剤 区
1．2 8 1 m 5 ．㌔タ 8 7 肇 0．5 9 回 2 4 ．1Cタ 8 4 5 万上 1R 5 2 楚

登 瑛 誘 引 剤 区 1．1 7 1 5 5．1 d 7 0．4 2 22 ．2 7 8 8 1鼠 7 4

併　　 用　　 区 1，2 5 0 5 7 5 5 8 0．5 8 2 1．8 7 2 5 1鼠 5 4

対　 照　　 区 1，2 8 1 5 ス 2 占d 0 ．4 1 2 4 ．° 8 4 2 1R d 2

4　摘　　　　　要
勝った。なおそれらを併用した場合は更に効果が認め

られた。ただマユランは繭質及び糸質を若干劣らせる

以上の試験結果から，熟化促進剤としてのマユラン　　から使用方法を誤らないようにすれば実用上の障害は

及び登族誘引剤としてのオキソアミヂソは，自然上族　　認められない。

における登族促進効果が認められ，後者のほうがやや


